
ロコモ12月 - 01

はじめのうた

季節のカード（ことば編）

童　　謡 冬景色

回　　文 良き月夜

今月の詩 時計　　萩原朔太郎

た し 算 ９の段　

ことわざ 身から出たさび　　三つ子の魂百まで　

水清ければ魚棲まず　　無用の長物　　昔とった杵柄

か け 算 同じかけ算　　

俳　　句 与謝蕪村　松尾芭蕉　正岡子規

かぞえうた　　４膳　８膳　12膳　　（箸）

なぞなぞ

手あそびうた　アルプス一万尺

今月のうた　　反対あいうえお

慣 用 句 水を差す　　角が立つ　　胸に刻む

イメージトレーニング スティーム（第９話　オメガ星団）

（イメージしてみましょう）

おはなし 海の水はなぜ塩からい

漢　　詩 猟を観る

百人一首 寂蓮法師　紀貫之　待賢門院堀川　式子内親王　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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良き月夜
よ　  つき   よ

よきつきよ
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回　文回　文回　文
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　時　計

萩原朔太郎

古いさびしい空家の中で

椅子が茫然として居るではないか。

その上に腰をかけて

編物をしてゐる娘もなく

暖炉に坐る黒猫の姿も見えない

白いがらんどうの家中で

私は物悲しい夢をみながら

古風な柱時計のほどけて行く

錆びたぜんまいの響を聴いた。

じぼ・あん・じやん！　じぼ・あん・じやん！

古いさびしい空家の中で

昔の恋人の写真を見てゐた。

どこにも思ひ出す記憶がなく

洋灯の黄色い光の影で

かなしい情熱だけが漂つてゐた。

私は椅子の上にまどろみながら

遠い人気のない廊下の向うを

幽霊のやうにほごれてくる

柱時計の錆びついた響を聴いた。

じぼ・あん・じやん！　じぼ・あん・じやん！

 

はぎわらさく た  ろう

 ふる   あき  や　　   なか

  い    す　　   ぼうぜん　　　　　　　  い

  うえ　　  こし

 あみ もの　　　　　　　  い　　  むすめ

 だん  ろ　　   すわ　　  くろ ねこ　　 すがた　　  み

 しろ　　　　　　　　　　　　　　　　  や   なか

わたし　　もの がな　　　　   ゆめ

  こ   ふう　　 はしら ど   けい　　　　　　　　　　　　い

  さ　　　　　　　　　　　　　　　　  ひびき　　  き

  ゃ　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 ゃ

 ふる   あき  や　　   なか

むかし　　こい びと　　 しゃ しん　　   み           い

 おも  い   だ　　     き  おく

ラ ン プ 　　   き  いろ　　 ひかり　　かげ

じょうねつ　　　　　　　ただよ っ　　     い

わたし　　 い   す　　   うえ　　

とお　　  ひと  け　　   　　　　  ろう  か　　   むこ

 ゆう れい　　   よ　　

はしら ど  けい　　   さ　　　　　　　　　  ひびき　     き

  ゃ　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 ゃ

  と　　   けい

今月の詩今月の詩
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身から出た錆

　自分のした悪い行いや過ちが原因で、あとで自分が苦

　しむこと。

三つ子の魂 百 まで

　幼い頃の性格や気質は一生変わらない。

水清ければ魚棲まず

　あまりに清廉潔白すぎると、人に親しまれないこと。

無用の長物

　あってもかえってじゃまになるもの。

昔取った杵柄

　若い頃にきたえた得意の腕前。

  み   で　　   さび

  み　　    ご　　 たましいひゃく

 みず きよ    うお  す

  む  よう　　ちょうぶつ

むかし と  きねづか

ことわざことわざ

 じ  ぶん　　　　　　　わる　　おこな　　　　 あやま　　　　 げん いん　　　　　　　　　　　   じ  ぶん　　  くる

　せい れん けっ ぱく　　　　　　　　　　　 ひと　　 した

わか　　 ころ　　　　　　　　　　　  とく  い　　   うで まえ

おさな　　 ころ　　  せい かく　　　き  しつ　　  いっしょう  か
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斧入れて　香におどろくや　冬木立
　与謝蕪村

初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげなり
　松尾芭蕉

仏壇の　菓子うつくしき　冬至かな
　正岡子規

おの  い　  か　 　 ふゆ  こ  だち

はつ　  さる　  こ  みの

ぶつだん　  か   し　 　 とう  じ

まつ  お　 ば しょう

まさ おか  し　き

 よ   さ    ぶ  そん

俳　句俳　句俳　句



１　上から読んでも下から読んでも同じ、夏の果物なあ
　に？

２　さか立ちしても、名前のかわらない真っ赤な野菜は
　なあに？

３　東西南北の中で、上から読んでも下から読んでも同
　じ方角はなあに？　

４　木に穴をあけるのがとくいな鳥はなあに？

うえ　 　よ　  した　  よ　  おな　  なつ　  くだ もの

　だ　   な  まえ　 　 ま　   か　  や  さい

とうざい なんぼく　   なか　  うえ　 　 よ　  した　 　 よ　   おな

　 ほう がく

 き　   あな　  とり
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なぞなぞなぞなぞなぞなぞ
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《アルプス一万尺》

ア1

いちまんじゃく

ル2 プ3 ス4

いち5 まん6 じゃ7 く8

こや9 り10 の11 う12

えで13 アルペンおどりを
さあ おどりましょう

14

①とおなじ。
りょう手で
タッチ。

①とおなじ。
手をくみ、手の
ひらをあいてにむけてタッチ。

手を２かい
たたく。

みぎ手をたてて、
ひだり手でみぎの
ひじをさわる。

ひだり手をたてて、
みぎ手でひだりの
ひじをさわる。

こしに手を
あてる。

みぎ手をじぶんのひだりの
ひじにのせ、ひだり手を
あいてのみぎのひじにのせる。

手を１かい
たたく。

みぎ手とみぎ手で
タッチ。

①とおなじ。
ひだり手とひだり手で
タッチ。

て

①～⑬をくりかえす

①～⑬をくりかえす

①～⑬をくりかえす

て て て て

て てて

て て

て

て

て

て

て

て

ランラランラン ランランランラン
ランラランラン ランランラン

15

ランラランラン ランランランラン
ランランランランラン ヘイ

16

うえからみると

手あそびうた手あそびうた手あそびうた
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《反対あいうえお》

んからはじまる　

反対　反対　あいうえお

さあ　言ってみよう

んをわ　

ろれるりら　

よゆや

もめむみま　

ほへふひは　

のねぬにな

とてつちた　

そせすしさ　

こけくきか　

おえういあ

じょうずに　言えたかな

 はん たい　　 はん たい

　 い

　い

はん たい

お
え
う
い
あ

今月のうた今月のうた今月のうた
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水を差す

　うまくいっていることに、わきからじゃまをする。

角が立つ

　人との間が、穏やかでなくなる。

胸に刻む

　しっかりと心にとどめる。よく覚えておく。

みず　　   さ

かど　　   た

むね　　 きざ

慣用句慣用句

ひと　　　    あいだ　　　　 おだ

こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おぼ
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　このお話は、どうして海の水が塩からくなったのかという

お話です。お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　若者は海に出て、何を釣り上げましたか。

２　若者は、小さな神様たちの何と交換しましたか。

３　右に回すとどうなりましたか。

４　泥棒がお宝を盗み、舟の上で何を出しましたか。

海の水は

なぜ塩からい

 はなし　  うみ　  みず　  しお

　　はなし　　　　　　　　  はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

 わかもの　  うみ　 　 で　 　 なに　  つ　  あ

 わかもの　  ちい　   かみさま　 　なに　  こう かん

 みぎ　  まわ

　どろ ぼう　  たから　　ぬす　  ふね　  うえ　  なに　  だ

うみ　  みず

　 しお

おはなしおはなしおはなし
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百人一首百人一首
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